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繊維分野

⚫ インクジェットプリントによる、未製織を含む解し織の経糸に対する捺染技術が向上しました。

背景

研究目標と結果

担当部所 ： 栃木県産業技術センター 繊維技術支援センター

問い合わせ先：栃木県産業技術センター 繊維技術支援センター TEL 0284(21)2138

研究目標

まとめ

捺染機構の最適化と仮織条件およびインク吐出量が仕上がりに及ぼす影響の解明

連続的かつ品質の良い経糸インクジェット捺染を実現

（1） 準備（整経，仮織）

（6）本織

（2）捺染機構の改造

（3）試捺染

（4）実験方法と解析方法

捺染 ：汚染なし
（下敷用紙で吸収）

送出 ：問題なし
巻取 ：問題なし

解し織の工程における，経糸捺染は一般的に裏通り性が良いスクリーン捺染が適用される。

一方，インクジェット捺染は，無版のためデザインの制約が少なく，小ロットの場合，効率的生産ができる。

すなわち，経糸捺染にインクジェット捺染を適用できれば，効率化や新たなデザインをもつ解し織の創出に繋がる。

整経 仮織

（5）実験結果
表面／裏面の平均濃度を算出

重ね塗りにより
裏通り性向上

試作生地の表面製織の様子構築したシステム

改造した櫛筬により仮織を省略可能いずれの試料も同様の傾向

インクジェット捺染から本織までの連続生産を実現
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